







































































































































度｣、 「地方で治療対応可能な病院がない場合の交通費問題｣、 「ヘルプマークの認知度向上｣、 「若者・高齢者・
障害者の投票における課題｣､｢わかりやすい福祉制度のマニュアル（マンガ媒体化)」といった問題意識やアイ
デアの提示がなされた。実習生が提示した内容は彼らが感じている率直な課題を表出したものであり、また既
存の枠（従来的な縦割り的な福祉課題）にはまらない課題も示されたことは特徴的であった。
一連のやり取りを通じて、福祉政策について身近に感じたり、将来的にソーシャルアクションを行うように
なった際のプレゼンテーションの仕方、伝え方など学ぶ機会になったのではないだろうか。
3．学内代替実習が成立した諸条件
学内代替実習を成立させることができた諸条件は複数ある。すでに前稿(COVID-19流行下におけるソーシャ
ルワーク実習の模索～学内代替実習の検討プロセスに着目して～）において①本学社会福祉学科及びソーシャ
ルワーカー養成教育の歴史の重なりによる多様な人材、②既存のネットワーク（専門職団体・教員の保有する
ネットワーク）との有機的連携、③実習プログラミングをサポートする既存の体制、の3点が学内代替実習の
プログラミングにおいて重要なポイントであったことは述べた。ここでは､その学内代替実習を実際に「運営」
していく中で、それを効果的に後押しした要因について述べたい。
1）実習担当教員のチームワークや組織マネジメント
学内代替実習を円滑に進めていくために、最も重要な要因であったと思われるのがこの教員間のチームワー
クであると考える。急通行われることとなった夏季休暇中のソーシャルワーク実習は誰しもが「可能であれば
地域の事業所で行うべき」との認識に立っているため、その取り組みに対し、前向きな姿勢ばかりではなかつ
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たことも事実である。学内代替実習は、その実習期間（約5週間）と時間だけで完結はしていない。日々の実
習開始前の準備（教室環境の設定、学生の体調確認や検温、使用座席の消毒など）や実習生の記録に対するコ
メントとフィードバック､連絡調整業務など多I1皮にわたる「表面化されにくい業務（シャドウワーク)」が発生
したことも記しておきたい。さらに、教育と同時に研究や地域貢献を行うことがその役割となっている教員に
とっては、夏季休暇期間中の「まとまった時間」 （とはいえ、ソーシャルワーク実習を担当するものはそもそも
巡回指導や帰学指導を例年行っているが）は研究やフィールドワーク等を行うための貴重な時間である。こう
いった「通常以上の負荷」をスタッフ間で共有し､学内代替実習を遂行するためには､限られたスタッフ（チー
ム）による①相互補完や歩み寄り、②積極的なコミュニケーション、③目的意識の統一、④リーダーシップと
フォロワーシップの要素が不可欠であったと考える。
2）実習をサポートする既存の体制
先にも記したが、学内代替実習を遂行していくためには、連絡調整業務など多岐にわたる「目に見えない業
務（シャドウワーク)」が発生した。そもそも夏季休暇期間中にこれだけの学生が集中的に大学を利用すること
自体が想定されていないことであった。例えば、スクールバスの運休や、 トイレ等清掃作業のストップ、施設
管理作業・業務との重複、教室の空調管理、など様々な点で課題が発生し、それらを一つひとつ連絡調整の上
で対処していく必要があった。前稿にも記したが、特に本学の教務部実習支援課をはじめとした既存組織によ
るサポートで、その運営が可能となった。組織名としての「実習支援課」に象徴されるよう、単に実習関係の
手続きを行う部署ではなく、いかにして学内代替実習を進めるか「実習生、教員、現場実習指導者」といった
ステークホルダーに対しサポーテイブに働きかけ、学内代替実習の伴走者として共に考え、寄り添う体制が構
築されていたことが要因の一つとして挙げられる。
5．学内代替実習を実施して明らかとなった課題
1）実習に係る5者関係から評価した学内代替実習
「実習指導･演習等のプログラムをいかに超えて限りなく実習に近づけるか」という点でまだ多くの課題が残
された。通常の実習を構成する5要素（①実習生、②実習指導者、③教員、④当事者、⑤地域）のうち、④当
事者が不在になりがちな実習プログラムとなった。
一般的にソーシャルワーク実習は、図1のように、クライエントを中心としながら、そのかかわりの往還プ
ロセスによって展開されていく。教員は実習生に対し、 「①理論や知識･実践機会の提供とスーパーバイジーに
なるための教育」を展開し、実習指導者は実習生に対し、 「②ライブ指導を通じたソーシャルワークのモデル」
としての役割を果たす。一方、実習生は教員に対し、 「③当事者や地域とのかかわりを通した理論との関連付
け」を行って見せ、実習指導者には「④当事者や地域とのかかわりを試し、体験を言語化」する。いずれも、
その中心には「地域」や「当事者」という現場で触れるもの、関わるものを中心に置いた関係性・相互作用と
なっている。また、この一連のソーシャルワーカー養成教育の前提にあるものは、教員と実習指導者との間に
ある「⑤ソーシャルワーカー養成教育における基本的価値の共有」である。実習の事前事後協議会や実習巡回
指導、平時のフィールドワークや相互連携の機会によって積み上げられた対話と形成された基本的価値が基盤
となっている。
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図1 平常時におけるソーシャルワーク実習の5者関係
しかし、COVID-19流行下における学内代替実習は、保健医療福祉にかかるサービスの利用者（実習で出会
うはずであったクライエント）を学内に招いてプログラムを構成することは、 リスク管理や感染症拡大防止の
観点から限りなく不可能に近かった。そのため、図2に示したように当事者が不在になりがちなプログラムで
あった。教員は実習生に対し、 「①理論や知識･学びの場の提供とスーパーバイジーになるための教育」を展開
する。実習指導者は当事者との「②日常的なソーシャルワーカー・クライエント関係」を基盤として、学内代
替実習において「③ソーシャルワーク視点･地域アセスメントの可視化」を試みる。それを受け､実習生は「④
具体的なソーシャルワーク場面に対する想像と問い」を指導者に返し､教員には③を通じて得た知見を「⑤ソー
シャルワーク実践と理論との関連付け」して返すのである。もちろん、この代替実習という教育システムの背
景には図1と同様に、 「⑥ソーシャルワーカー養成教育における基本的価値の共有」が基盤となっている。
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図2学内代替実習における5者関係
特に図2における「②日常的なソーシャルワーカー・クライエント関係」を基盤とした「③ソーシャルワー
ク視点･地域アセスメントの可視化」を担った実習指導者（ゲストスピーカー）は、 「実際場面の写真や動画｣、
｢(倫理的配慮を行ったうえでの）具体的な事例の提示｣、 「クライエントの主体的な思いや語りの代弁」などを
通じて、イメージの共有を行っていた。それは、「ソーシャルワーカーを通じて発せられるクライエントや地域
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の様子」にとどまらず、 「ソーシャルワーカーがどのようにクライエントを捉えているか｣、その「アセスメン
トにおける着眼点」など､｢ソーシャルワーカーとしての価値」が最も表れる部分ではなかっただろうか。そう
いった着眼点に対する補足の説明などを個々の教員が学生に対してスーパービジョンしていくことで、不足部
分を補足することはできたのではないかと考える。
2）実習生が経験すべき「リアリティ」における学内実習の批判的検討
ソーシャルワーク実習は専門職になっていくプロセスに位置しているが、忘れてはならないのが「専門職に
なる前に社会人になる」ということである。これまで、ソーシャルワーク実習は実習生に対し、専門職として
の基礎的なスキルと同時に社会人としての基礎的なスキルを育むプロセスを保有していた｡批判的に考えれば、
今回の学内代替実習において、ソーシャルワークの実践現場に足を踏み入れずに、「少し遠くにいるケスト講師
としての実習指導者」や「いつも見慣れた実習担当教員」と関わる中で、どれほどの社会的なかかわりの機会
が保障されたであろうか。また、そういったスキルが身についたであろうか。継続して点検していく必要があ
る。
このような点を総合して考えると、本来実習で体験できるはずであった「リアリテイ」を体験することや実
習生自身がフィールドにおいて「リソース（社会資源）としての実習生」を試すことができず、実習生自身の
課題が何なのか向き合う機会（成長の機会）が十分に確保できたとは言い難い面もある。さらに、このような
取り組みは、例えば「ソーシャルワーク演習」や「ソーシャルワーク実習指導」で行われるべきものという批
判もあろう。確かにそのレベルを大きく越境することはできなかったが、演習や実習指導といった事前学習を
済ませたうえで、「教員と実習指導者が共通の価値観を基盤として、代替実習となるように意識して組んだ特別
なプログラム」に取り組んだことは、この社会的な状況下において一定の評価ができると考える。今後、この
ようなプログラムを組む機会は少ないかもしれないが、 リスク管理としてプログラムを保有しておく必要があ
ると考える。
3）教員・実習生間で構築された新たな関係に基づく発見とこれからの課題
この学内代替実習で、教員はこれまでになく、多くの時間を連続して実習生とともに過ごすこととなった。
これによって「これまで見えていなかった実習生の様子」について、ネガティブな要素だけでなくポジティブ
な要素も発見されたことも事実である。学内代替実習によって「実習が自分たち（実習生や大学）だけの都合
で出来るものではない」ことを改めて気づき、先に示したような実習を構成する5者関係を改めて感じる機会
となった意義は大きい。
また、 日々の実習生の記録は通常の実習であれば実習指導者がコメントを行い、フィードバックする。その
記録について、実習担当教員も実習巡回指導や帰学指導、実習終了後に閲読することはあるが、今回ほどそれ
らを丁寧に読み込み、 日々の学内代替実習プログラムやそのねらいと重ね、学生が学びを言語化したことと照
らし合わせる機会はなかったはずである。実習生の日々の記録はこれまでの学習成果が顕著に現れた。これま
での「科目別学習」や「演習」で学んできた知識がクライエントや地域にどう重なりを持って存在しているの
か、そのイメージを事前に「科目別学習」や「演習」で持たせることができていたのか、クライエントや地域
に対する想像力を持たせるような教育を行ってきたのか、改めて突き付けられる貴重な機会となった。
おわりに
今回の学内代替実習を振り返り、様々な課題に気づくと同時に、改めてソーシャルワーカー養成をいわゆる
｢社会福祉士養成課程における教育内容」や「実習の枠組み」といった狭いフレームで考えることから降りる必
要性を考えるようになった。既存の枠組みで考えることにより制約が生まれ､「ミニマム」な実習体験に陥って
いる可能性もある。規定されている「社会福祉士養成課程における教育内容」や「実習の枠組み」は踏襲しつ
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つ、それに加えて、学士課程における「フィールドワーク等の機会保障」という観点から問題を掘り起こし、
考えていくことで、今回の学内代替実習において中心的な課題となった諸問題（当事者や地域にかかわる機会
の低下）を超えていくことも可能になると考える。併せて、今回の学内代替実習を終えた実習生が受ける今後
の「ソーシャルワーク実習指導」や「ソーシャルワーク演習」のあり方は迅速に検討していくべき課題である。
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Searchingfbrfieldtrainingofthesocialworkunderthe
epidemicOfCOVID-19(2)
-Certainevaluationofalternativetrainingincampus-
TakuyaCHAYAMICHI,RiekoYAMASHITA,ReikaAmMURA,
AsakoOYAMA,NobuyukiTAKAHASHI
Thisl･esearchisbasedonthesocialworktrainmgoftheFacultyofWelfareSociologyofThelntemationaluniversityof
Kagoshimain202QUndertheCOVm-19epidemic,wescfutinized(1)SpecifIcprogramcomentsofthealtemative
trainingincampus, (2)Managementofthealtemativetrainmgincampus,and(3)CertainevaluationofthealternatiVe
trainingincampusfiPomtheviewpointofthefive-partyrelationshipofthetraining.Altemativetrainingincampus
programstendedtobeabsentfifomclients.However,thetraininginstructorwhotried'Ivisualizationofsocialwork
viewpoint/regionalassessment'!wasabletosharetheimagewiththetrainees.Ontheotherhand,whenreexaminedfom
thefive-partyrelationshipsurroundingthetraining,therewasalackof''reality'1 thatthetraineesshouldexperience.The
challengewastoseclreanopportunitytonoticewhatthetrainee'sownproblemswere. Inaddition,althoughtherewel･e
various issuesregardingtheoperationofthealternativetrainingincampus, itwaspossibletodealwithitthroughthe
teamworkofthestaffandorganizationalmanagement.
KeyWol･ds:CertifiedSocialWorker,Altemativetrainingincampus,Programevaluation,Five-partyrelationship,
COVID-19.
